
日本の鋳造と溶解の歴史 

 
 
鋳物の歴史は古く、紀元前 4000 年ごろ、メソポタミアで始まったとい
われています。青銅を溶かして型に流し込み、いろいろな器物をつくっ
たのが始まりです。鋳造は、人間のモノづくりの中で、最も古い技術の
ひとつといえるでしょう。 
紀元前 1500 年頃のエジプトのパピルスに、足踏み「ふいご」で風を送
りながらるつぼ内の青銅を溶解し、大きな扉を鋳造している鋳造してい
る様子が描かれています(1）。人類は、「ふいご」の発明により、より高い
温度を得ることになり、青銅器時代が全盛を迎えることになります。 
その後、メソポタミアでは紀元前 1200 年頃、エジプトでは紀元前 1100
年頃から鉄器時代に逐次移行していきました。 
一方、中国においては紀元前 3100 年頃から紀元前 2700 年頃にかけて、
青銅器時代に移行し、この鋳造技術が一応の確立をみたのは、紀元前
1700年頃の殷(いん)・周時代で、当時の青銅器の肉厚は 2mm程度とき
わめて薄い鋳造技術をもっていました(2)。この青銅器の鋳造技術は、そ
の後の戦国時代（紀元前 476 年～紀元前 221 年）には鉄を対象に適用
されて、鉄の鋳造技術としてさらに発展し、紀元前 600 年頃には鉄器が
広く普及しました。 
そして、これらの金属材料や鋳造・加工技術は、弥生時代前期末（前 400
年～前 300 年頃）に日本に直接もたらされました。 
 
弥生時代（紀元前 1000 年頃～西暦 300 年頃）(3) 
弥生文化の特色は、灌漑式水田稲作（稲作）、金属器そして弥生土器です。 
第 1 の特色である、稲作は、紀元前 1000 年頃の縄文時代後期から弥生時代初期に大陸から日本に入っ
てきました。これまでは、稲作と同時に金属器の鋳造・加工技術も持ち込まれたと考えられていました。
しかし、最近の研究では、弥生時代初期に稲作技術が持ち込まれた後、約 600 年間は金属器のない石器
だけの世界であったと考えられています。そして、第 2の特色である金属器の時代は，弥生時代前期末
（紀元前 400 年～前 300 年頃）に，鋳造鉄器（可鍛鋳鉄製品）と青銅器がほ
ぼ同時に持ち込まれたことによって始まったと考えられています(4)。 
しかし、当時の鉄製品は靭性の問題から鋳造品は少なく、鏃、鎌、鍬といっ
た農工具や刀、剣、槍、矛、冑、短甲といった武具は鍛造品が中心でした。 
一方、青銅器は、鉄器と時期を同じくして弥生時代前期末（前 400 年～前
300 年頃）に中国から渡来し、北部九州に根付きました。そして、銅鐸・銅
剣 (5)・銅矛及び銅鏡といった青銅器の鋳造技術が弥生時代中期には確立され
ました。 
銅鐸は、「釣鐘」のことであり、信教・宗教的な扱いの祭器のことです。 
銅矛は、銅剣と同等に弥生時代中期に武器として入ってきましたが、国内で
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は武器と言うより儀式や埋葬時の副葬品として用いられていたようです。 
このように、古代文明の発祥の地では銅の時代から鉄の時代へと技術が進歩したのですが、日本では、
銅と鉄の 2 種類の金属が同時に使用されたことが、大きな特色と言えるでしょう。 
 
古墳時代（西暦 300 年頃～592年） 
古墳時代（西暦 300 年～400 年）に朝鮮半島から製鉄職人の一団が日本にやってきて「たたら吹き製鉄」
を広めたといわれています。この当時の遺跡から鉄製の刀や斧など鉄製品が多数出土していますが、こ
れらは日本で作られた最も初期の鋳鉄鋳造品であると考えられています。この後、鉄製品は鍛造品から
鋳造品へと大きく舵が切られました。 
たたら吹き製鉄が日本に広まったのと時期を同じくして、大和朝廷の
前身である各地の豪族による連合政権（ヤマト王権）が成立し、その
後 100 年余りを掛けて、天皇による中央集権的な政治体制を確立し、
大和朝廷となりました。そして、奈良には大和朝廷の象徴とされる大
規模な古墳群が出現し、副葬品に鉄の甲冑や鉄刀、剣、鉄板、鉄斧、
鉄鎌などの武器(6)の比率が大きくなってきます。しかし、西暦 592 年
に飛鳥時代がはじまるとこのような古墳は見られなくなります。 
日本の鉄の歴史において、この古墳時代は、大和朝廷の権力基盤の確立とともに発展してきた重要な時
期であるといえます。 
 
飛鳥時代（西暦 592 年～710年） 
飛鳥時代を代表する鋳造品としては、西暦 588 年に蘇我馬子が寺院建立を発願し，西暦 596 年に創建さ
れた日本最初の本格的な寺院であるの飛鳥寺に、日本最古の西暦 609 年に青銅で造立された飛鳥大仏像
（釈迦如来像）があります。そのサイズは、像高約 3m、重量約 15t、平均肉厚 8～10mmです。製作工
程は、最初に同じ大きさの塑像原型を作り、これを基準にして外型の鋳型を作り、次に塑像の表面を鋳
造の肉厚分だけ削り、中子とする方式を採用したものと考えられており、現在の鋳造法に近い手法で製
造されています(7)。 
飛鳥時代の後期、すなわち 7世紀後半を中心とした時期に飛鳥寺の東南隅に飛鳥池工房と呼ばれる銅・
鉄・漆・木・ガラスなどの製品を生産した総合工房が存在し、仏像の製作や寺院装厳具など比較的小型
な各種の金具類の生産を行っていました。 
ここでは、天武天皇（在位 673～686）の時代に貨幣経済の先駆け
として、日本列島最古のものと考えられる銅銭である富本銭（ふ
ほんせん）(8)が鋳造されています。しかし、708 年（和銅元年）に
流通貨幣として発行された和同開珎より年代は古いものの、実際
に流通していたかはまだ学説が分かれています。 
やがて、藤原京(西暦 694 年～710 年)から平城京(西暦 710 年～
784 年)への遷都をきっかけに、飛鳥池工房の多くの鋳物・鍛治の
工人たちは平城京造営のために移動することになり、飛鳥池工房
は終焉を迎えました。 
 
 

刳抜式舟形石棺の副葬品(6) 

飛鳥池工房遺跡出土 富本銭と鋳棹 (8) 



 
奈良、平安時代（西暦 710 年～1185 年） 
平安時代の銅鋳物としては、鐘楼、灯籠、奈良の大仏像などの宗教関
連の大物鋳物が数多く作られました。また、鉄鋳物については、鍋、
釜などの日用品、更に、鋤、鍬などの農工具などが作られるようにな
りました。 
特に、この時代の代表的な鋳造品といえば東大寺の大仏像が挙げられ
ます。東大寺の大仏像は、高さが 15 メートルある世界最大の青銅像
であり、743 年（天平 15年）から造立が開始され、完成は 752 年（天
平 17 年）です。完成までに約 9 年もの歳月がかかっています。その
サイズは、像高 14.98m、台座 3.05m、重量約 250t、平均肉厚 55mm です(6a)。 
東大寺の大仏像は中国の鋳造技術により製作されており、まず、石と
土で台座を築いた模型の上に木の柱を何本も立てて縄を巻き付け、そ
の上に土を塗って原型の土像を造り、その外側に粘土を塗って外型と
し、乾燥後に外型を一度取り外したのち、原型の土像の表面の粘土を
鋳物の肉厚だけ（約 55mm）削り、その土像のまわりに先ほど取り外
した外型をはめ込んで鋳型とし、補強の為にその外側を土で固めて土
手とし、この上に溶解炉をおいて、隙間に青銅を鋳込んでいます。こ
の作業を 8 回繰り返して大仏像を完成しました(9)(10)。 
 
鎌倉～安土桃山時代（1185 年～1603 年） 
室町時代の後半から桃山時代にかけて、京都や堺などの都市や、各地
の城下町で武家や商人たちが競って茶会を開き、そのために、有名な
釜産地に特別注文して茶の湯釜をあつらえました。とくに芦屋（今の
福岡県芦屋町）と天命（今の栃木県佐野市）、そして京都で作られた
釜は、現在でも有名です。 
銅鋳物では、鎌倉の大仏像が、1238 年(暦仁 1 年)に大仏殿建立のた
めの勧進が始められ、1243 年(寛元 1 年)に初代・鎌倉大仏が完成し
て開眼供養が執り行われましたが、以降、時代を経る過程で原因不明
により喪失し、その代わりとして、1252 年(建長 4 年)に銅で鋳造さ
れ、これが現存する鎌倉大仏となっています。そのサイズは、像高
11.44m、台座 2.05m、重さ約 120t、平均肉厚 50～60mmです。  
鎌倉の大仏像が、飛鳥や奈良の大仏像と比較して異なる点は、第一
に、原型は塑像ではなくて、木彫でした。この木彫原型より外型を
作り、さらにこれより中子型を作るという、飛鳥大仏像と同じ工法
を採用していること。第二は、大仏の体に平行に走る横線は、8回に
分けて鋳造した時の接合の跡で、この鋳造品の接合には「いがらく
り法」という、鉤状の頑丈な接合方法を採用していたので、この大
仏は奈良の大仏のような大がかりな補修は、建立後、今日に至るまで行われていないことです(10)。 
このように、鎌倉の大仏像は、500 年前の奈良の大仏像の制作に比べ数々の技術的な進歩がみられます。 

東大寺の大仏の製法（9） 
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江戸時代（1603年～1868 年） 
西暦 1603 年（慶長 8 年）に徳川家康が江戸に幕府を開き、江戸時
代が始まります。 
1614年(慶長 19 年)には、後に大坂の陣による豊臣家滅亡を招いた
鐘銘に〈国家安康〉の文字が入った京都方広寺の梵鐘が、豊臣秀頼
によりに鋳造されています。 
鉄鋳物の生産に原料の鉄を生産するたたら吹き製鉄技術が完成し
ました。たたら吹き製鉄の発展は如何に高温を得るかの技術にかか
っており、「たたら」の技術的変遷において、1680年代に出現した
「天秤ふいご」は画期的な装置でした。近世の中国山地で「たたら」
が盛んになったのも、この「天秤ふいご」(11)の導入によるところが大き
いといえます。 
日本刀は、古墳時代以前に端を発し、片刃で反りのある日本刀独特の形
状が完成したのは平安時代後期とされますが、その後も時代の趨勢によ
って日本刀は、武器として洗練の度合いを高めてきました。日本刀の作
刀には高品質の和鋼が不可欠であり、江戸時代初期以降、上記たたら吹
き製鉄が一般的となり、特に出雲地方のたたら吹き製鉄によって生み出
された高品質の和鋼である「玉鋼」(12)を材料とした日本刀は、武器とし
ての実用性だけでなく独特の美しさをもつ芸術品としての存在感を示す
に至ります。 
幕末になると黒船到来など諸外国などの脅威を受け、国防のため大砲の
鋳造や軍艦の建造などが必要となります。 
大砲の砲身を造るようになると、大量の溶鉄が一度にでき、強い鋳鉄が得
やすい「反射炉」がつくられました。ユネスコの世界遺産の韮山反射炉(13)

も、1853 年(嘉永 6 年)の黒船来航を受けて、韮山代官、江川太郎左衛門
英龍(坦庵）の建言により、品川台場に設置する大砲(14)を作るために建造
されたものです。実際に大砲を製造した反射炉としては、国内で唯一現存
するものです。 
そして、江戸時代末期になると近代化への動きが活発になります。軍艦の
建造やその機械部品としての鉄鋳物の製造のために、幕府はオランダか
ら技術を導入してキュポラを建設しました。これが現在も多くの鋳物工
場で稼動している近代科学技術に裏付けられた溶解炉のさきがけとなり
ました。 
 
明治～大正時代（1868 年～1926 年） 
明治時代から大正時代にかけて、日本は工業立国の土台を構築し、後に日
本の基幹産業となる造船、製鉄・製鋼、石炭と重工業において急速な産業化を成し遂げました。 
その中で、鋳造技術は明治時代中期までは海軍又は民間の造船所主導で発展しています。そして、明治
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時代中期以降に都市近代化の要請に伴って鋳鉄管製造といっ
た民生部門の需要が増加し、新しい分野が開花してきます。 
この時代は、富国強兵の名のもとに、大砲の製造が盛んになり
ました。当初は、銅製の大砲が主でしたが、1873年 (明治 6年) 
6 月に初めて鋳鉄製の大砲である四斤山砲を鋳造(15)、その後数
多く鋳鉄製の大砲の製造がなされ、1911 年(明治 44 年)頃には
鋳鉄製の大砲の鋳造技術はほぼ完成しました。しかし、時代は
鋳鉄から鋳鋼へと移り、翌年には鋳鋼で大砲ができるようにな
り、鋳鉄製の大型大砲は終焉します(15)。 
 
昭和時代（戦後）（1945年～1989年） 
戦後の日本の鋳造業は、1945 年（昭和 20 年）8月に太平洋戦争
が日本の敗戦で終結し、国土は荒廃し、戦後復興の重要政策とし
て、石炭・鉄鋼の増産に集中する「傾斜生産方式」が実施され、
エネルギー源である石炭採掘が全盛期を迎えるとともに、各種生
産財の供給が拡大しました、復興のためのこの状況は 1950 年代まで続き、銑鉄鋳物の生産量は 1950～
60 年代に急速に拡大しました。 
このような状況を受けて、1950 年代は、産業機械・工作機械産業が主要な需要産業でした。その生産量
は，1953年（昭和 28 年）の 47 万 t から 1961年（昭和 36 年）には 95 万 t に達し，1970 年（昭和 45
年）には戦後のピークである 145 万 t に達しました(16)。 
1955年から 1973 年まで続く高度成長期の大量生産体制の形成・確立に対応して各種生産財への需要量
の拡大と機械技術の高度化が生じ，各種生産財に使用される鋳物製品の需要量も拡大し，材質の高度化
が求められ，日本経済の高度成長の原動力となりました。 
1960年代には自動車産業が主要な需要産業に加わり、その生産量は 1950 年代末から増え始め，モータ
リゼーションが本格化する 1960 年代後半に急拡大しました。 
その結果，国内鋳物市場は小ロットから大ロット，小物から中・
大・超大物，少品種から多品種の鋳物需要によって構成され，よ
り複雑で多様な需要構造へと変化しました。同時期に、砂型造型
方式は、手込め造型から、機械造型による大量生産方式に変わっ
ていきます。そして、強度と延性に優れる球状黒鉛鋳鉄(17)の実
用化により、鋳造業は、日本の自動車生産の成長と共に発展してきました。 
鋳物の生産量の 60～70％は自動車に使われており、極めて重要な工業材料です。自動車用鋳物の多く
はエンジン部品や足回り部品やブレーキ部品(18)など、様々なところに使われており、鉄、アルミを含め
た自動車の全重量の約 40％を鋳物部品が占めています(19)。 
造型技術に関しても、1960 年頃から世界に誇れる我が国独自の造型手法が開発されました。これには、
真空を利用した V プロセスや人工砂の開発があります。この主因は、我が国で有機物が鋳物砂の粘結材
として使用され始めた時期が、欧米に大きな遅れをとっていなかったこと、廃砂など産業廃棄物の低減
など、環境問題に対する我が国の取り組みが強力であったことが挙げられます(20)。 
1970～80 年代に入ると産業機械・工作機械産業の需要量は、1970 年（昭和 45 年）には戦後のピークで
ある 145 万 t に達したのち減少に転じ，現在まで年間 50～80万 t 台で推移しています。 
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自動車産業は、1960 年代以降も高い国際競争力を維持し，自動車の輸出伸長により日本の経済成長を牽
引した産業でありました。自動車産業の鋳物需要量は、1990 年まで右肩上がりに拡大し、その生産量は
1972年（昭和 47 年）には 100 万 t を突破し，第 1 次石油危機後も増加の勢いは続き，1980年（昭和
55 年）に 197 万 t，1990 年（平成 1 年）にはピークの 298 万 t に達しました。 
また、第 1次石油危機を契機に，素形材レベルでのコスト削減と軽量化が求められるようになり，その
結果，他の素形材や普通鋳鉄鋳物から高強度で靭性がある球状黒鉛鋳鉄鋳物への代替が生じ，球状黒鉛
鋳鉄鋳物の需要が拡大しました。 
この時代の変革期において、生型の機械造型の他に様々な鋳造法が探求されてきています。 
1991 年～1993 年まで続くバブル崩壊の影響は、我が国の自動車産業が海外展開を積極的に進めたこと
から、国内での自動車の生産台数は減少傾向にあり、鋳物も同様であることがわかります。そのため、
鋳造品も大量生産の時代から、多品種少量生産の時代へと変わってきました。 
この時代において、生型の機械造型の他に様々な鋳造法が探求されてきまし
た。 
これまでは鋳造における造型法は、無機質や有機質のバインダー（粘結剤）を
用いた化学の領域での造型であった。しかしながら、ダイカストのように、化
学的な領域における鋳造法より、物理的な力を用いた鋳造法が探求されるよ
うになった。金型と遠心力を用いた遠心鋳造法も、物理的な力を用いた鋳造法
です。その他にも、大気圧の減圧を利用した鋳造法として V プロセスが、一
部の領域で用いられています。 

自動車に使用されている鋳物部品(18) 

エンジン部品 自動車用小物部品 シリンダブロック 
シリンダヘッド 

ブレーキ部品 

足回り部品 デフケース サスペンション 

排気系部品 

アルミホイール 

V プロセスで製造した 

五右衛門風呂(21) 



 
平成時代（1998年）～現在 
21 世紀を迎えて、新たな鋳造技術として、物理的な力を用いた造型法の可能性を追求し続けています。
例えば、磁気の力を用いた磁気鋳型鋳造法や凍結鋳型鋳造法(23)は、この物理的な力を利用した新鋳造法
です(23)。 
この物理的な力を利用した鋳型による鋳造法は、化学の力を利用した
造型法と比較して、環境に優しくランニングコストが安いのがメリッ
トですが、技術的難易度が高いのが難点です。そのためにも鋳造技術
は、今後もより物理的な力を利用した鋳型による鋳造法の開発を進め
られるでしょう。 
また、ものづくりの基盤事業で鋳造業の産業界における位置づけは大
きく変化してきました。(一社)日本鋳造協会がとりまとめた「新鋳造
産業ビジョン」によると、国内市場は、人口減の影響もあり今後縮小
を余儀なくされる一方、グローバリゼーションの進展により海外市場への事業展開が必要となってきて
います。鋳造業がこの大変革の時代を迎えて、持続的な発展を遂げていくには、IT（Information 
Technology：情報技術）及び IoT(Internet of Things)を駆使した製造技術の変革、同業/異業との連携、
海外展開、人材育成、職場環境改善などに対応していく必要があると提言しています(24)。 
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